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そ
の
他
の
条
例
制
定
・
改
正 

モデル世帯における国保税額の比較表 

◆（医療分・支援金分）香美町全体の標準世帯 ◆ 

現　行　①被保険者２人　②課税所得金額863千円　③固定資産税60,000円 
改正案　①被保険者２人　②課税所得金額864千円　③固定資産税61,000円 

◆（介護分）香美町全体の標準世帯 ◆ 

現　行　①被保険者１人　②課税所得金額820千円　③固定資産税54,000円 
改正案　①被保険者１人　②課税所得金額763千円　③固定資産税54,000円 

かみ議会だより ２ 平成26年8月11日　第38号 

質
　
疑 

質
　
疑 

賛
成
多
数
で
可
決 

賛
成
多
数
で
可
決 

反
対
討
論 

山
本

賢
司
議
員 

反
対
討
論 

谷
口

眞
治
議
員 

問
　
支
援
分
、
介
護
分
が
減

額
と
な
る
理
由
は

答
　
社
会
保
険
診
療
支
払
基

金
へ
概
算
で
納
付
し
た
金
額

が
多
か
っ
た
た
め
、
精
算
の

結
果
前
年
度
よ
り
減
少
し
ま

し
た
。

問
　
賦
課
限
度
額
の
見
直
し

の
影
響
は

答
　
平
均
す
れ
ば
約
６
２
０

円
程
度
の
引
き
下
げ
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
低
所
得
世
帯
の
国
保
税

軽
減
の
財
源
は

答
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
県
か
ら
の
財
政
措
置
に

よ
り
影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
剰
余
金
の
見
込
み
額
、

財
政
調
整
基
金
の
見
込
み
額

は答
　
剰
余
金
の
見
込
み
額
は

５
５
７
万
８
千
円
、
基
金
の

残
高
は
２
憶
２
千
４
５
０
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
医
療
分
３
％
増
を
１
千

万
円
の
基
金
の
取
り
崩
し
で

賄
え
る
が
、
そ
れ
を
す
る
考

え
は
な
い
か

答
　
平
成
29
年
か
ら
の
国
保

の
県
の
広
域
化
を
前
に
、
な

る
べ
く
基
金
の
取
り
崩
し
は

避
け
る
べ
き
で
す
し
、
全
体

と
し
て
税
額
は
減
少
し
て
い

る
点
を
考
え
れ
ば
ご
理
解
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
額
全
体
と
し
て
前

年
比
減
と
な
る
部
分
は
評
価

で
き
る
も
の
の
、
基
金
残
高

を
残
し
た
ま
ま
の
医
療
分
増

と
す
る
今
回
の
改
正
に
は
反

対
で
あ
る
。

　
国
保
加
入
者
の
生
活
実
態

を
考
え
れ
ば
、
年
金
も
引
き

下
げ
と
な
り
消
費
税
も
上
が

る
中
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ

そ
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も

医
療
分
の
３
％
増
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
。

問
　
町
財
政
が
上
向
き
に
な

っ
た
と
い
う
が
、
国
保
会
計

で
そ
の
こ
と
を
示
す
べ
き
で

は答
　
国
保
加
入
者
の
枠
内
で

の
基
金
残
高
と
、
持
ち
直
し

て
き
た
全
体
と
し
て
の
町
財

政
と
は
違
う
も
の
で
す
し
、

基
金
を
残
す
こ
と
は
国
保
加

入
者
の
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
が
生
活
苦
に
あ
え
い

で
い
る
中
、
国
保
の
広
域
化

は
望
ん
で
い
な
い
た
め
、
反

対
で
あ
る
。

反
対
討
論 

山
本

賢
司
議
員 

国民健康保険税率決定！ 
モデル世帯試算で前年比1,400円減 

国民健康保険税率決定！ 
モデル世帯試算で前年比1,400円減 
国民健康保険税率決定！ 
モデル世帯試算で前年比1,400円減 

区　　分 

医 療 分 123,100円 

38,300円 

198,900円 

37,500円 

160,600円 

127,500円 

35,500円 

163,000円 

34,500円 

197,500円 

4,400円 

△2,000円 

2,400円 

（3.6％） 

（△5.3％） 

（1.5％） 

△3,800円 （△9.9％） 

△1,400円 （△0.7％） 

支援金分 

医療分＋支援金分 

医療分＋支援金分＋介護分 

介護分 

現　　行 改 正 案 比較増減 

　
平
成
26
年
度
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
23
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

条
例
の
改
正
を
は
じ
め
補
正
予
算
、
契
約
案
件
な
ど
が
審
議
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

　
香
美
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
賦
課
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
低
所
得
者
の
国
保
税
軽
減
の
拡
充
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
な
ど

が
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の 

一
部
改
正 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別 

会
計
補
正
予
算 



問
　
海
岸
漂
着
物
回
収
委
託

の
回
収
場
所
と
規
模
は

答
　
船
舶
で
の
回
収
を
必
要

と
す
る
場
所
で
、
相
谷
か
ら

余
部
ま
で
の
８
か
所
程
度
︵
約

３
ｔ
︶
、
約
２
０
０
名
の
規

模
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
弁
護
士
報
償
費
と
は

答
　
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
の

火
災
に
お
い
て
、
選
別
業
者

と
の
契
約
解
除
に
よ
る
損
害

賠
償
額
を
確
定
す
る
た
め
の

弁
護
士
費
用
で
す
。

問
　
特
別
支
援
学
校
の
分
校

誘
致
は
新
温
泉
町
と
の
話
し

合
い
で
進
め
た
も
の
か
。
ま

た
、
誘
致
に
よ
り
射
添
地
区

公
民
館
を
移
転
す
る
が
、
費

用
負
担
は
県
、
新
温
泉
町
と

の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
か

答
　
支
援
学
校
施
設
の
誘
致

は
新
温
泉
町
と
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

旧
射
添
中
学
跡
に
誘
致
す
る

こ
と
は
香
美
町
独
自
の
も
の

で
、
県
や
新
温
泉
町
に
公
民

館
の
移
転
費
用
負
担
は
求
め

て
い
ま
せ
ん
。

問
　
水
質
汚
濁
防
止
法
が
適

用
さ
れ
る
処
理
施
設
は
ど
の

程
度
あ
る
か

答
　
以
前
に
調
査
し
た
時
点

で
は
３
事
業
所
対
象
施
設
が

あ
り
ま
し
た
。

問
　
地
方
交
付
税
の
原
資
と

な
る
法
人
町
民
税
の
２.

６

％
減
収
分
は
ど
の
程
度
か

答
　
本
年
度
分
の
計
算
で
は

約
５
０
０
万
円
の
減
収
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
減
収
分

は
普
通
交
付
税
で
確
保
さ
れ
、

さ
ら
に
交
付
団
体
で
あ
る
香

美
町
に
は
上
乗
せ
さ
れ
る
予

定
で
す
。

問
　
な
ぜ
軽
自
動
車
税
の
見

直
し
が
さ
れ
る
の
か

答
　
社
会
保
障
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
の
税
制
改
革
の

一
環
で
議
論
さ
れ
た
も
の
で
、

公
平
の
観
点
か
ら
不
均
衡
が

あ
る
も
の
に
関
し
て
見
直
す

も
の
で
す
。

　
法
人
に
と
っ
て
み
れ
ば
負

担
が
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
町
に
と
っ
て
み
れ

ば
減
収
と
な
る
国
の
考
え
方

は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
町

民
に
と
っ
て
必
需
品
で
あ
る

軽
自
動
車
へ
の
増
税
は
許
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
結
局

は
住
民
生
活
に
負
担
と
な
る

今
回
の
条
例
改
正
に
は
反
対

で
あ
る
。
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質
　
疑 

質
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賛
成
多
数
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決 

賛
成
多
数
で
可
決 

反
対
討
論 

山
本

賢
司
議
員 

　
弁
護
士
費
用
の
報
償
費
は

今
ま
で
の
議
会
へ
の
説
明
と

違
う
も
の
だ
。
よ
っ
て
、
こ

の
費
用
は
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
。

反
対
討
論 

谷
口

眞
治
議
員 

法人町民税率の改正（引き下げ） 

軽自動車税率の見直し（引き上げ） 

固定資産税の特例措置にわがまち特例を導入 

法人町民税率の改正（引き下げ） 

軽自動車税率の見直し（引き上げ） 

固定資産税の特例措置にわがまち特例を導入 

法人町民税率の改正（引き下げ） 

軽自動車税率の見直し（引き上げ） 

固定資産税の特例措置にわがまち特例を導入 

森
　
利
秋
議
員 

　
射
添
地
区
公
民
館
移
転
費

用
は
特
別
支
援
学
校
の
誘
致

に
よ
っ
て
発
生
し
た
費
用
だ
。

県
の
事
業
と
し
て
移
転
補
償

を
求
め
る
か
、
美
方
郡
の
施

設
と
い
う
こ
と
で
新
温
泉
町

に
も
負
担
を
求
め
る
べ
き
だ
。

よ
っ
て
、
審
議
を
延
期
し
、

も
う
一
度
町
長
・
教
育
長
に

熟
慮
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成
少
数
で
動
議
否
決 

動
　
議

動
　
議 

動
　
議 

条例 
改正 
条例 
改正 
条例 
改正 

補正 
予算 
補正 
予算 
補正 
予算 

射添地区公民館としてリニューアル 

矢田川レインボー 

香
美
町
税
条
例
の
一
部 

改
正 

一
般
会
計 



そ
の
他
の
条
例
制
定
・
改
正 

かみ議会だより ４ 平成26年8月11日　第38号 

質
　
疑 

全
員
賛
成
で
可
決 

全
員
賛
成
で
可
決 

全
員
賛
成
で
可
決 

賛
成
多
数
で
可
決 

問
　
建
物
の
設
計
事
務
所
は

ど
こ
か
。
設
計
の
入
札
参
加

者
は
何
者
あ
っ
た
の
か

答
　
設
計
事
務
所
は
高
村
設

計
事
務
所
で
す
。
監
理
も
行

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

入
札
参
加
者
数
は
３
者
で
す
。

問
　
資
材
が
高
騰
し
て
い
る

が
、
請
負
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
る
金
額
か
。
ま
た
、
施

工
業
者
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か答
　
資
材
単
価
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
資
材
単
価
は
請
負
価
格

に
反
映
さ
れ
た
も
の
で
適
正

な
も
の
で
す
。
施
工
業
者
は
、

地
元
企
業
及
び
香
美
町
に
支

店
が
あ
る
企
業
３
社
の
Ｊ
Ｖ

で
行
い
ま
す
。

質
　
疑 

問
　
設
計
事
務
所
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
設
計
の
入
札
参
加
者

は
何
者
あ
っ
た
の
か

答
　
設
計
事
務
所
は
瑞
建
築

設
計
室
で
す
。
監
理
も
お
願

い
し
ま
す
。
設
計
に
対
す
る

入
札
参
加
者
は
４
者
で
す
。

問
　
町
内
産
の
木
材
を
使
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
場

所
は
ど
こ
か
。
そ
の
金
額
は

答
　
北
但
西
部
森
林
組
合
を

介
し
て
村
岡
区
長
須
の
木
材

を
使
用
し
ま
す
。
使
用
木
材

量
は
、
３
８
０
㎥
。
金
額
は

６
千
１
０
５
万
６
千
円
で
す
。

問
　
ト
イ
レ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
シ
ー
ト
仕
様
︵
障
害
者
も

可
能
︶
に
な
っ
て
い
る
の
か

答
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
仕
様
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
工
法
と
し
て
軽
量
盛
土

工
法
︵
Ｅ
Ｐ
Ｓ
土
木
工
法)


に
つ
い
て

答
　
こ
の
場
所
は
、
地
滑
り

地
域
と
な
っ
て
お
り
、
斜
面

に
係
る
重
さ
を
軽
減
す
る
た

め
軽
量
性
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い

る
荷
重
軽
減
施
工
法
で
す
。

問
　
体
育
館
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
雨
対
策
の
仮
設
費

用
を
見
て
い
な
い
の
で
は
。

こ
れ
で
は
、
新
た
な
費
用
が

発
生
す
る
の
で
は
な
い
か

答
　
請
負
業
者
に
も
理
解
を

い
た
だ
い
た
中
で
、
現
在
の

仮
設
の
方
法
で
行
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

★ 

香
住
一
中
耐
震
補
強
大
規
模 

改
修
工
事 

★ 

村
岡
小
特
別
教
室
棟
・
村
岡 

幼
稚
園
改
築
工
事 

★ 

村
岡
小
体
育
館
耐
震 

・
大
規
模
改
修
工
事 

★ 

町
道
家
ノ
前
線 

道
路
改
良
工
事 

契約の目的：小型動力ポンプ付積載車２台購入 
契約の金額：金１５，８９１，１２０円 
契約の相手方：鳥取県鳥取市古海３５６番地１ 
　　　　　　　株式会社　吉谷機械製作所 

■小型動力ポンプ付積載車購入契約 

契約の金額：金４９６，８００，０００円 
契約の相手方：香美町村岡区鹿田１０６番地の１ 
　　　　　　　株本･西山･北村特別共同企業体 
　　　　　　　代表者 株本建設工業㈱香美営業所 
　　　　　　　構成員 ㈱西山工務店 
　　　　　　　構成員 ㈲北村工務店 

■香住一中耐震補強及び大規模改修工事請負契約 

契約の金額：金３３２，５３２，０００円 
契約の相手方：香美町村岡区福岡１０７３番地の６ 
　　　　　　　西岡･西村･古家特別共同企業体 
　　　　　　　代表者 ㈱アイテック西岡 
　　　　　　　構成員 ㈱西村工務店 
　　　　　　　構成員 ㈲古家工務店 

■村岡小特別教室棟･村岡幼稚園改築工事請負契約 

契約の目的：除雪用車両（ドーザ）１台購入 
契約の金額：金１２，９８１，６００円 
契約の相手方：養父市八鹿町国木７５番地１ 
　　　　　　　コマツ建機販売㈱近畿カンパニー兵庫北支店 

■除雪用車両（ドーザ）の購入契約 

契約の金額：金５２，０７７，６００円 
契約の相手方：香美町村岡区村岡２９５２番地 
　　　　　　　石井運輸株式会社 

■町道家ノ前線道路改良工事（その２）請負契約 

契約の金額：金１５３，９００，０００円 
契約の相手方：香美町香住区森３２９番地 
　　　　　　　但南・北村工務店特別共同企業体 
　　　　　　　代表者 但南建設㈱香住営業所 
　　　　　　　構成員 北村工務店 

■村岡小体育館耐震補強及び大規模改修工事請負契約 

契 約 内 容 契 約 内 容 

契 
約 
契 
約 



問
　
減
債
基
金
に
１
億
円
を

積
立
て
る
意
味
は

答
　
25
年
〜
27
年
度
で
22
億

円
の
借
入
超
過
と
な
り
、
２

分
の
１
の
11
億
円
を
円
滑
に

繰
上
償
還
す
る
た
め
で
す
。
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質
　
疑 

問
　
提
案
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
し
た
理
由
は

答
　
全
国
に
２
者
し
か
な
い

の
で
、
性
能
を
判
断
し
て
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
し
ま
し
た
。

問
　
２
者
の
う
ち
１
者
に
し

た
選
考
過
程
は

答
　
総
合
評
価
方
式
で
採
点

し
、
得
点
の
高
い
方
を
選
定

し
ま
し
た
。

質
　
疑 

問
　
一
定
の
耐
震
改
修
を
行

っ
た
建
物
の
固
定
資
産
税
を

２
分
の
１
に
減
額
す
る
措
置

が
創
設
さ
れ
る
が
、
該
当
建

築
物
が
あ
る
の
か

答
　
町
や
県
が
策
定
し
た
耐

震
改
修
促
進
計
画
で
指
定
さ

れ
た
避
難
路
に
接
す
る
建
築

物
の
場
合
も
該
当
し
ま
す
が
、

ま
だ
町
の
計
画
が
で
き
て
い

な
い
の
で
、
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
町
の
計
画
が
な
く
、
実

行
が
伴
っ
て
い
な
い

答
　
地
方
税
法
改
正
に
伴
い

町
税
条
例
改
正
を
行
い
ま
す

が
、
早
急
に
耐
震
改
修
促
進

計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

質
　
疑 

契約の目的：香美町木質バイオマス供給施設整備工事 
契約の方法：随意契約（プロポーザル方式により選定） 
契約の金額：金１４０，４００，０００円 
契約の相手方：広島県福山市箕島町６２８０番地の１０ 
　　　　　　　株式会社　シーケイエス・チューキ 
　　　　　　　代表取締役 河　田　格　至 

■香美町木質バイオマス供給施設整備工事の請負契約 

契約の目的：清掃用ダンプ車１台を購入 
契約の方法：８者による指名競争入札 
契約の金額：金７，０５２，６１５円 
契約の相手方：香美町香住区七日市４１番地 
　　　　　　　有限会社　タムラモータース 
　　　　　　　代表取締役 田　村　和　也 

■清掃用ダンプ車の購入契約 

契 約 内 容 契 約 内 容 

平成25年度 
一般会計補正予算 

木質バイオマス供給施設（チップ工場）整備で林業の再生を！ 

3億7千566万円 増額を 

　
５
月
16
日
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
税
条
例
改
正
の
２
件
の
専
決
処
分
と

香
美
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設
整
備
工
事
等
２
件
の

契
約
の
４
議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
承

認
・
可
決
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
に
あ
た
り
、

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に
４
人
の
方
を
推
薦
し
ま
し
た
。 

香美町農業委員会委員として次の方々を推薦しました。

香住区香住1340番地 
なか　 がわ　きみ　 お 

中 川 君 雄さん 

香住区三谷644番地 
はら きみ　 え 

原 　 君 枝さん 

村岡区日影745番地の1
くろ だ ます　 お 

黒 田 益 生さん 

小代区神水694番地 
ふじ とし かず わら 

藤 原 敏 和さん 

農業委員会委員 （議会推薦） 

臨時会  ５月 

平
成
25
年
度
一
般
会
計 

補
正
予
算 

町
税
条
例
及
び
税
条
例
の 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の 

一
部
改
正 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設 

整
備
工
事
（
チ
ッ
プ
工
場
） 

新しいチップ製造設備へ 
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質
　
疑 

おじろスキー場のゴンドラリフト、 駐車場経営 ドラリフト、 
株式会社 マックアースへ無償譲渡 

おじろ高原管理センターは、 

駐車場経営 

　
昭
和
56
年
、
旧
美
方
町
の

商
工
会
、
観
光
関
係
者
の
有

志
が
集
ま
り
、
出
稼
ぎ
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
冬
場

の
産
業
観
光
推
進
、
雇
用
の

確
保
、
都
会
へ
の
人
口
流
出

を
防
ぐ
た
め
、
美
方
町
観
光

事
業
協
同
組
合
︵
現
組
合
︶

を
立
ち
上
げ
ニ
ュ
ー
お
じ
ろ

ス
キ
ー
場
︵
現
お
じ
ろ
ス
キ

ー
場
︶
を
開
発
し
た
。

　
当
初
は
登
行
リ
フ
ト
を
使

い
ゲ
レ
ン
デ
へ
行
っ
て
い
た

が
、
安
全
面
、
利
便
性
を
考

え
る
と
ど
う
し
て
も
ゲ
レ
ン

デ
直
通
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト

が
必
要
で
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
平
成
13
年
12
月
、
町
が

ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
及
び
駐
車

場
を
設
置
、
組
合
が
管
理
運

営
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
17
年
２
月
、
町
は
組

合
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、

組
合
は
町
に
、
借
地
料
等
の

実
費
弁
償
金
と
し
て
毎
年
５

０
０
万
円
を
、
指
定
管
理
期

間
の
10
年
間
支
払
う
協
定
書

を
結
ん
で
い
た
。

　
平
成
25
年
11
月
、
組
合
は

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
に
お
じ
ろ
ス

キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
内
リ
フ

ト
等
の
経
営
権
を
譲
渡
し
た
。

・
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐
車

　
場
↓
町
設
置

・
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐
車

　
場
の
指
定
管
理
↓
組
合

・
ゲ
レ
ン
デ
内
リ
フ
ト
、
食

　
堂
等
の
運
営
↓
マ
ッ
ク
ア

　
ー
ス

問
　
平
成
25
年
シ
ー
ズ
ン
は

ど
の
よ
う
に
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ

ト
の
運
営
を
し
た
の
か
。
売

り
上
げ
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

答
　
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐

車
場
の
運
営
は
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
組
合
が
行
い
、
ゲ

レ
ン
デ
内
リ
フ
ト
、
食
堂
等

の
運
営
は
、
経
営
譲
渡
を
受

け
た
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
が
行
い

ま
し
た
。
組
合
は
今
後
も
、

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
の
事
業
に
協

力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
決
算
書
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
当
シ
ー
ズ
ン
の
売

り
上
げ
見
込
み
は
、
ゴ
ン
ド

ラ
リ
フ
ト
１
千
４
６
０
万
円
、

駐
車
場
６
５
０
万
円
で
す
。

問
　
新
協
定
書
︵
案
︶
の
独

立
し
た
区
分
経
理
と
は

答
　
全
国
展
開
す
る
マ
ッ
ク

ア
ー
ス
の
事
業
と
は
別
に
、

ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
及
び
駐
車

場
の
経
理
を
区
分
し
て
行
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト

と
ゲ
レ
ン
デ
内
リ
フ
ト
の
収

入
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
一
日
券
、
シ
ー
ズ
ン
券
等

リ
フ
ト
全
体
の
売
上
の
20
％

を
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
収
入
と

し
て
い
ま
す
。

問
　
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐

車
場
運
営
費
用
の
実
費
弁
償

金
の
未
納
額
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

答
　
現
在
の
未
納
金
額
は
、

２
千
８
５
３
万
７
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
債
権
者
︵
金

融
機
関
︶
、
組
合
、
マ
ッ
ク

ア
ー
ス
、
町
と
の
協
議
の
結

果
、
今
後
23
年
間
の
分
割
返

済
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組

合
か
ら
確
約
書
を
取
り
、
残

債
額
、
分
割
返
済
方
法
、
返

済
不
履
行
の
場
合
の
処
分
等

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

問
　
未
納
金
に
対
し
て
利
息

や
延
滞
利
息
は
も
ら
っ
て
い

る
の
か

答
　
平
成
20
年
よ
り
５
年
間
、

雪
不
足
で
売
上
不
振
と
な
り
、

請
求
額
を
２
０
０
万
円
に
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
利

息
や
延
滞
金
は
徴
収
し
て
い

ま
せ
ん
。

問
　
年
間
返
済
額
５
０
０
万

円
の
内
訳
、
借
地
料
の
金
額

は
い
く
ら
か

おじろスキー場関連 
６議案一括審議 

全員賛成で可決 

小代ゴンドラリフト 小代駐車場  おじろ高原管理センター 

お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
、（
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐
車
場
） 

お
じ
ろ
観
光
協
同
組
合
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。） 

と
香
美
町
と
の
関
係
概
要 

☆
ス
キ
ー
場
設
立

☆
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
設
置

☆
株
式
会
社
マ
ッ
ク
ア
ー

ス
︵
以
下
﹁
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
﹂

と
い
う
。
︶
へ
の
お
じ
ろ

ス
キ
ー
場
の
経
営
譲
渡

☆
現
在
の
権
利
関
係
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どうな
るの？

どうな
るの？おじろスキー場のゴンおじろスキー場のゴンドラリフト、 おじろスキー場のゴン
株式会社 マックアースへ指定管理 小代ゴンドラリフト 小 代 駐 車 場 

答
　
土
地
借
地
料
４
２
３
万

８
千
円
と
火
災
保
険
料
、
過

疎
債
償
還
金
で
す
。

問
　
協
定
書
第
14
条
第
２
項

﹁
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
の
管
理

業
務
に
関
す
る
文
書
等
の
提

出
を
要
求
し
た
と
き
は
、
こ

れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
﹂
と
あ
る
。
な
ぜ
組
合

の
決
算
書
を
出
せ
な
い
の
か

答
　
あ
く
ま
で
町
は
、
ゴ
ン

ド
ラ
リ
フ
ト
、
駐
車
場
の
管

理
運
営
に
関
し
て
指
定
管
理

を
行
わ
せ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
収
支
に
関
す
る
資

料
は
提
示
で
き
ま
す
が
、
町

が
直
接
か
か
わ
っ
て
い
な
い
、

組
合
の
ス
キ
ー
場
全
体
営
業

に
つ
い
て
の
決
算
書
は
公
表

で
き
ま
せ
ん
。

問
　
町
は
決
算
書
を
も
ら
っ

て
は
い
る
が
、
議
会
に
は
公

表
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

ま
た
確
約
書
は
公
表
で
き
な

い
か

答
　
決
算
書
は
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
組
合
か
ら
公
表
は

慎
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
指
摘

を
受
け
て
お
り
、
確
約
書
に

つ
い
て
も
口
頭
だ
け
に
と
ど

め
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

問
　
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
の
指
定

管
理
期
間
は
３
年
で
あ
る
が
、

組
合
は
23
年
間
の
分
割
返
済

と
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

指
定
管
理
期
間
を
長
く
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
ゴ
ン
ド
ラ

リ
フ
ト
を
維
持
管
理
し
て
い

く
の
に
年
間
約
１
千
万
円
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
及
び
耐
用
年
数
が
経

過
す
れ
ば
設
備
の
更
新
で
多

額
の
費
用
が
か
か
る
。
ゴ
ン

ド
ラ
リ
フ
ト
を
マ
ッ
ク
ア
ー

ス
に
無
償
譲
渡
す
る
考
え
は

な
い
か

答
　
組
合
の
実
費
弁
償
と
マ

ッ
ク
ア
ー
ス
の
指
定
管
理
は

別
の
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
、

期
間
延
長
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
、
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ

ト
の
簿
価
が
概
算
約
３
億
６

千
万
円
、
固
定
資
産
税
が
年

間
約
５
０
０
万
円
か
か
る
こ

と
か
ら
、
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
が

無
償
譲
渡
を
受
け
る
事
は
考

え
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

請

願

者
　
兵
庫
県
教
職
員
組
合
美
方
支
部
　
支

部

長
　
坂
本
　
和
宏

紹
介
議
員
　
山
森
　
昭
夫

付
託
さ
れ
た
産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
全
員
賛
成
で

採
択
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

１
．
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

　
　
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
30
人
以
下
学

　
　
級
と
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
義
務
教
育

　
　
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
国
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復

　
　
元
す
る
こ
と
。

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫 

負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
件 

請
願
及
び
意
見
書
の
趣
旨 

採　択 
町道の認定と廃止路線 

認 定 路 線 

廃 止 路 線 

路線名 

境本線 742.0

延長（m） 起 点/終 点 

路線名 延長（m） 起 点/終 点 

請願  請 願  請 願  

村岡区境字川向363番地の2地先から

村岡区境字家ノ脇165番地先まで

境本線 442.0
村岡区境字川向386番地の2地先から

村岡区境字家ノ脇165番地先まで

クスミ
境線

500.0
村岡区境字クスミ408番地の1地先から

村岡区境字川向386番地の2地先まで



そ
の
他
の
条
例
制
定
・
改
正 
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賛
成
、
反
対
同
数
に
よ
り
議
長
採
決
で
可
決
し
、 

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。 

賛
成
討
論 

上
田

勝
幸
議
員 

意見書 意見書 意見書 

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
憲
法
解
釈
の
変
更
で
進

め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
歴
代
政
府
が
禁
じ
て
き
た
海
外
で
の
武

力
行
使
に
道
を
開
き
、
憲
法
９
条
を
死
文
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
権
力
の
乱
用
を
防
ぐ
憲
法
を
、
そ
の
時
々
の
政
権
の
考
え
方
次
第
で
変

更
で
き
る
と
誤
解
し
て
立
憲
主
義
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
強

く
反
対
す
る
。

　
　
提
出
者
　
香
美
町
議
会
議
員
　
山
本
　
賢
司

　
　
賛
成
者
　
同
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
勝
幸

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
眞
治

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る 

　
　
憲
法
解
釈
変
更
に
反
対
す
る
意
見
書 

 
意
見
書
の
趣
旨 

　
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

等
、
平
和
に
対
す
る
意
識
が

進
み
中
立
を
国
是
と
す
る
国

が
増
え
、
原
水
爆
が
存
在
し

て
い
る
今
、
戦
力
増
強
で
国

を
守
る
の
は
不
可
能
。
よ
っ

て
、
９
条
解
釈
変
更
は
認
め

ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論 

谷
口

眞
治
議
員 

　
過
去
の
戦
争
で
香
美
町
の

犠
牲
者
は
１
千
３
０
０
人
を

超
え
る
。
犠
牲
者
の
遺
族
と

し
て
﹁
戦
争
し
な
い
・
さ
せ

な
い
﹂
が
、
私
の
政
治
活
動

の
原
点
。
﹁
海
外
で
戦
争
す

る
国
﹂
へ
の
大
転
換
、
悲
惨

な
歴
史
を
再
び
繰
り
返
す
こ

と
に
繋
が
る
憲
法
解
釈
に
反

対
す
る
。

○⋯賛成　×⋯反対　退⋯退席（採決の際に議場から退席し採決に加わらなかったことです。）
※議長は採決に加わりませんので−で表示していますが、可否同数で議長採決となった場合には○または
　×で表示しています。

岸
本
　
正
人

藤
井
　
昌
彦

見
塚
　
　
修

徳
田
喜
代
子

西
谷
　
　
尚

山
森
　
昭
夫

山
本
　
賢
司

谷
口
　
眞
治

寺
川
　
秀
志

森
　
　
利
秋

田
野
　
公
大

橘
　
秀
太
郎

西
川
　
誠
一

上
田
　
勝
幸

西
村
　
伸
一

西
坂
　
秀
美

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

○ ○ × × ○ × 退 ○ ○ ○ × × ○ × × ○ 

村岡小学校体育館耐震補強及び大規模改修
工事の請負契約を締結することについて 

香美町税条例等の一部を改正す
る条例を定めることについて 

香美町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例を定めることについて 

香美町立公民館条例の一部を改正
する条例を定めることについて 

平成２６年度香美町一般
会計補正予算（第１号） 

平成２６年度香美町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第１号） 

集団的自衛権行使を容認する憲法解釈
変更に反対する意見書の提出について 

意見書案 
第３号 

議　案 
第77号 

議　案 
第68号 

議　案 
第72号 

議　案 
第76号 

議　案 
第67号 

議　案 
第66号 

議　案　名 

議　員　名 

※全員が賛成の議案は、表示していません。　

６
月
定
例
会 

YYYYYYYYYYYYY

討論 討論 



一般質問 一般質問 

町政を問う 町政を問う 
　６月定例会での一般質問は、６月16日と17日に

1２名の議員が町政全般について質問を行いました。 

　質問と答弁の要旨は次のとおりです。 

公立香住病院は何処をめざすべきか 

だんだんと寂しくなるなあ 

かみ議会だより ９ 平成26年8月11日　第38号 

寺川　秀志議員 

見塚　　修 議員 

　
町
に
活
力
と
安
心
を
取
り

戻
す
た
め
他
力
依
存
、
消
極

的
町
政
か
ら
、
自
助
努
力
の

積
極
的
町
政
に
転
換
す
る
年

で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
が
必
要
。
①
産
業
振
興
で

若
者
の
働
き
場
を
︵
雇
用
と

町
内
若
者
採
用
企
業
の
支
援
、

町
出
資
の
農
業
経
営
法
人
の

設
立
︶
。
②
結
婚
対
策
は
︵
仲

介
役
を
町
長
自
身
が
働
き
か

け
︶
。
③
子
ど
も
・
子
育
て

の
支
援
事
業
計
画
の
目
玉
は

︵
国
県
施
策
の
先
取
り
を
︶
。

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
問
う

 

　
　
　
　
①
産
業
振
興
は
企

業
進
出
、
事
業
規
模
拡
大
に

よ
る
若
者
雇
用
が
重
要
で
す
。

新
た
な
展
開
を
商
工
会
等
と

調
整
し
取
り
組
み
ま
す
。
農

業
法
人
は
研
究
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
②
重
要
な
行
政
課

題
で
あ
り
、
若
者
交
流
会
、

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
と
と

も
に
区
長
会
、
自
治
会
、
企

業
等
に
助
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
③
27
年
度
か
ら
の
事
業

計
画
で
、
特
に
就
学
前
児
童

の
教
育
、
保
育
や
国
県
施
策

の
先
取
り
施
策
は
何
が
で
き

る
か
等
に
つ
い
て
今
後
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
等
で
議
論

し
ま
す
。

　
医
師
入
学
時
一
時
資
金
貸

付
制
度
の
創
設
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
医
師
の
奨
学
金
制
度
は
、

香
住
病
院
が
研
修
指
定
病
院

で
は
な
い
の
で
駄
目
だ
と
言

う
事
で
あ
っ
た
が
、
研
修
の

た
め
の
連
携
病
院
を
つ
く
り
、

そ
こ
で
研
修
し
て
、
そ
の
後

香
住
病
院
に
勤
務
す
る
方
法

も
あ
る
。

　
医
師
確
保
に
は
奨
学
金
制

度
が
一
番
確
実
な
方
法
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
研
修
制
度

が
難
し
い
で
な
く
、
ど
う
す

れ
ば
上
手
く
で
き
る
の
か
方

法
を
考
え
る
べ
き
だ

 

　
　
　
　
香
住
病
院
は
研
修

指
定
病
院
で
は
な
い
の
で
他

の
病
院
で
２
年
間
研
修
さ
れ

て
、
香
住
病
院
で
の
勤
務
期

間
と
で
研
修
が
同
じ
に
な
り

ま
す
が
、
４
年
間
だ
け
拘
束

期
間
を
設
け
て
勤
務
し
て
頂

く
こ
と
が
将
来
の
香
住
病
院

の
運
営
に
ど
う
な
の
か
。

　
し
か
し
当
病
院
に
勤
務
の

先
生
の
中
に
も
少
し
不
利
な

状
況
で
あ
っ
て
も
す
べ
き
と

の
意
見
も
聞
き
ま
す
の
で
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
が
、
も

う
少
し
熟
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
真
剣
に
議
論
し

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
制
度
で
医
師
の
充
実
を
図
れ 

熟
慮
し
、
真
剣
に
議
論
し
て
検
討
し
ま
す 

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
！！
 

重
要
課
題
、
新
た
な
施
策
を
展
開
し
ま
す 

町

長 

町

長 



上田　勝幸議員 

山
手
土
地
開
発
の
行
く
末
は
？ 

解
決
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す 

西川　誠一議員 

み
や
げ
物
店
マ
ッ
プ
で
観
光
振
興
を 

個
々
が
連
携
し
て
対
応
が
基
本
で
す 

香美町のＰＲは観光客のみやげ物で 

山 手 土 地 の 現 状 

　
４
月
１
日
よ
り
全
国
初
と

な
る
﹁
香
美
町
魚
食
の
普
及

の
促
進
に
関
す
る
条
例
﹂
が

施
行
さ
れ
、
町
内
の
有
志
団

体
が
毎
月
20
日
の
﹁
香
美
町

と
と
の
日
﹂
に
は
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
水
産
業

と
観
光
業
の
振
興
に
本
格
的

に
取
り
組
む
に
は
絶
好
の
機

会
だ
と
思
う
。

　
そ
こ
で
香
美
町
の
み
や
げ

物
店
を
網
羅
し
た
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
は
ど
う
か
︵
昨
年
の

定
例
会
に
も
提
案
し
た
が
条

例
制
定
後
の
変
化
は
︶

 

　
　
　
　
民
間
経
営
の
み
や

げ
物
店
の
マ
ッ
プ
作
成
は
、

個
々
の
事
業
所
、
産
業
団
体

が
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
基
本
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
町
全
体

と
な
る
と
更
新
も
必
要
で
す

し
、
か
え
っ
て
見
づ
ら
い
マ

ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　
﹁
と
と
活
隊
﹂
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
産
業
団
体
に
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
、
独
自
に

作
成
さ
れ
る
ほ
う
が
良
い
も

の
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
条
例
制
定
後
に
産
業
振
興

や
魚
食
普
及
に
つ
い
て
の
動

き
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
山
手
土
地
開
発
　
交
通
の

利
便
性
・
住
民
の
福
祉
に
資

す
る
も
の
で
、
公
共
性
・
公

益
性
の
高
い
事
業
だ
が
、
バ

ブ
ル
が
は
じ
け
、
経
済
情
勢
・

社
会
状
況
の
急
激
な
悪
化
で

事
業
が
頓
挫
し
か
け
て
い
る
。

世
間
の
誰
も
が
注
視
す
る
事

業
で
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
事
業
だ
と
思
う
。

　
町
も
組
合
と
は
一
心
同
体

だ
と
い
っ
て
き
た
。
そ
の
意

味
で
も
責
任
の
一
端
は
あ
る
。

町
と
し
て
の
対
応
は

 

　
　
　
　
残
事
業
に
も
億
の

金
が
必
要
で
す
。
組
合
単
独

で
の
実
施
は
困
難
で
す
。
町

も
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
組
合
と
の
意
見
交
換
、
庁

内
で
の
幹
部
職
員
に
よ
る
政

策
調
整
会
議
等
行
っ
て
お
り

ま
す
。
過
去
の
町
政
が
こ
の

問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
を
大

き
く
し
た
要
因
の
一
つ
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
正

面
か
ら
取
り
組
み
解
決
策
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま

で
の
費
用
負
担
・
支
援
策
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
、
解
決

に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
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町

長 

町

長 



徳田喜代子議員 

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
を
！ 

子
ど
も
を
預
け
働
け
る
体
制
を
推
進
し
ま
す 

森　　利秋議員 

分
校
開
校
・
町
の
課
題
と
対
策
を
示
せ 

放
課
後
や
夏
休
み
等
預
り
対
策
検
討
し
ま
す 

放課後児童クラブ　すこやかに育つ子どもたち 

来年４月出石特支の分校開校 

　
来
年
４
月
に
出
石
特
別
支

援
学
校
の
分
校
が
旧
射
添
中

に
開
校
さ
れ
る
。
学
区
は
美

方
郡
区
で
規
模
は
30
〜
40
人
、

知
的
・
肢
体
の
生
徒
を
受
け

入
れ
、
小
学
・
中
学
・
高
等

部
が
設
置
さ
れ
る
。
香
美
町

に
障
害
児
教
育
の
拠
点
が
整

備
さ
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い

が
、
生
徒
の
放
課
後
や
夏
休

み
対
策
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
村

岡
区
周
辺
に
児
童
を
対
象
と

し
た
社
会
資
源
が
全
く
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
介
護

保
険
事
業
所
の
日
中
一
時
支

援
事
業
だ
け
で
は
要
望
に
応

え
切
れ
な
い
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
受
入
れ
に
も
限

界
が
あ
る
。
町
と
し
て
課
題

と
対
策
を
ど
う
考
え
る
か

　
　
　
　
当
面
の
課
題
と
し

ま
し
て
は
放
課
後
や
長
期
休

暇
の
支
援
と
し
て
日
中
一
時

支
援
事
業
や
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
さ
れ
た
場
合
に

対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
か
ど
う
か
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
対
象
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
関
係
者
、

新
温
泉
町
と
連
携
し
て
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
立

ち
上
げ
な
ど
検
討
し
ま
す
。

　
若
い
働
く
世
代
が
﹁
安
心

し
て
子
育
て
の
で
き
る
町
﹂

香
美
町
を
目
指
す
た
め
に
は

多
様
化
す
る
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
支

援
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
就

学
前
保
育
・
教
育
サ
ー
ビ
ス

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の

実
態
は
ど
う
か
。
更
な
る
充

実
し
た
取
組
が
必
要
で
は
な

い
の
か
　 

　
　
　
　
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
就
学
前
の
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
結
果
に
基
づ

き
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年

間
の
教
育
、
保
育
の
提
供
体

制
及
び
子
育
て
に
関
連
す
る

事
業
の
実
施
を
計
画
し
、
保

育
全
般
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
の
提
供
体
制
の
確
保
を

検
討
し
ま
す
。
今
後
﹁
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
﹂
で
議
論

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
就
学
前
教
育
は
１

年
と
２
年
の
幼
稚
園
体
制
が

あ
り
、
預
か
り
保
育
の
代
替

え
と
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
小
学
校
１
年
〜
４
年
生

の
他
に
町
独
自
で
幼
稚
園
児

も
預
か
っ
て
い
ま
す
。
香
住
、

村
岡
、
兎
塚
と
夏
休
み
に
は

射
添
が
あ
り
、
な
い
地
域
は

今
年
か
ら
全
て
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
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長 

町
　
長 

町
　
長 



谷口　眞治議員 

教
育
委
員
会
改
革
は
何
を
も
た
ら
す
か 

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
ま
り
ま
す 

岸本　正人議員 

全
て
の
政
策
は
人
口
減
対
策
を
基
本
に 

人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
検
討
し
ま
す 

香 美 町 は 消 滅 す る ？ 

教育への政治介入は許されない 

　
今
回
の
日
本
創
成
会
議
の

発
表
で
は
、
町
の
26
年
後
の

人
口
は
１
万
１
９
６
人
で
48

％
の
減
少
と
な
る
。
消
滅
す

る
可
能
性
の
あ
る
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
行
政
・
住
民
・

議
会
が
十
分
話
し
合
い
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
な
ん
と
か

減
少
の
比
率
を
下
げ
る
・
食

い
と
め
る
政
策
を
打
ち
出
す

べ
き
だ
。
全
て
の
政
策
は
人

口
減
少
対
策
を
基
本
に
す
る

べ
き
だ
。
若
い
人
が
自
ら
の

希
望
で
結
婚
し
、
子
育
て
が

で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
・

若
い
人
に
魅
力
あ
る
香
美
町

を
何
と
か
つ
く
る
べ
き
だ

 

　
　
　
　
人
口
減
少
や
少
子

化
に
は
待
っ
た
な
し
の
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
深
刻
に
受

け
と
め
て
お
り
ま
す
。
今
後

町
は
全
て
の
施
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

庁
舎
内
外
を
問
わ
ず
十
分
な

議
論
施
策
の
検
討
を
行
い
、

人
口
減
少
に
よ
る
課
題
や
そ

の
対
策
な
ど
全
て
の
施
策
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
将
来
の
活
力

あ
る
町
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
施
策
の
展
開
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
５
点
伺
う
。
①
教
育

委
員
会
は
な
ぜ
自
治
体
に
あ

る
か
②
教
育
行
政
は
な
ぜ
教

育
委
員
会
が
行
う
の
か
③
政

府
は
今
回
の
改
革
で
ど
の
よ

う
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
④
何
が
起
る
の
か
⑤
国

や
首
長
に
よ
る
教
育
の
介
入

は
許
さ
れ
な
い

 

　
　
　
　
①
地
方
の
自
主
性

と
裁
量
拡
大
の
た
め
で
す
。

②
戦
前
の
国
家
主
義
教
育
の

反
省
に
立
ち
、
教
育
が
政
治

か
ら
の
影
響
を
受
け
な
い
た

め
で
す
。
③
首
長
に
教
育
長

を
任
命
、
罷
免
す
る
権
限
を

与
え
、
教
育
長
を
教
育
委
員

会
の
責
任
者
に
し
、
任
期
は

３
年
に
な
り
ま
す
。
④
首
長

が
主
宰
す
る
総
合
教
育
会
議

で
い
じ
め
、
学
校
の
統
廃
合

な
ど
大
事
な
教
育
行
政
の
指

針
を
決
め
ま
す
。

　
　
　
　
⑤
現
行
の
教
育
委

員
会
制
度
が
残
る
の
で
、
レ

イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
作

用
し
、
首
長
独
走
の
懸
念
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
細
部
に
わ
た
る
教

育
の
中
身
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
教
育
委
員
会
に
委
ね
ら
れ

た
の
で
、
今
後
と
も
役
割
分

担
し
て
、
き
ち
っ
と
対
応
し

ま
す
。
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山本　賢司議員 

戦
争
す
る
国
に
す
る
な
、
と
言
う
べ
き 

政
府
の
や
り
方
に
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん 

田野　公大議員 

サ
ル
対
策
を
一
歩
前
へ
！！
 

ま
ず
は
捕
獲
対
策
に
力
を
入
れ
ま
す 

核兵器、原発、戦争やめよ、と 

サル用電気柵（おじろ用心棒）視察 

　
サ
ル
問
題
を
後
世
に
残
さ

な
い
た
め
に
対
策
を
一
歩
前

へ
進
め
る
観
点
か
ら
以
下
を

問
う
。

　
一
、
サ
ル
の
位
置
情
報
を

ど
う
分
析
、
活
用
し
て
い
る

か
。

　
二
、
サ
ル
監
視
員
の
役
割

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
は
。

　
三
、
サ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、

お
じ
ろ
用
心
棒
設
置
隊
、
モ

ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
情
報
分
析
活
用

は
、
移
動
パ
タ
ー
ン
の
蓄
積
、

被
害
作
物
や
家
屋
侵
入
等
の

頻
度
、
季
節
に
よ
る
行
動
を

分
析
し
、
対
策
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
監
視
員
の
役
割
は

追
い
払
い
、
警
戒
注
意
、
柵

の
設
置
指
導
や
電
圧
チ
ェ
ッ

ク
等
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

を
用
い
て
の
実
地
指
導
、
実

務
講
習
、
事
例
情
報
の
共
有

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
モ
ン

キ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
他
は

地
域
局
が
拠
点
機
能
を
有
し

て
い
る
の
で
新
た
に
設
置
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
捕
獲
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
第
二
次
安
倍
政
権
が
、
日

本
国
憲
法
の
平
和
を
希
求
す

る
理
想
や
立
憲
主
義
、
そ
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

世
界
で
確
立
さ
れ
て
い
る
、

戦
争
は
犯
罪
だ
、
と
い
う
こ

と
を
否
定
す
る
方
向
へ
国
民

の
願
い
を
無
視
し
て
暴
走
を

続
け
、
一
気
に
加
速
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
住
民
の
福
祉
向
上
に
責
任

を
負
い
、
憲
法
を
守
る
、
と

言
う
町
長
、
閣
議
決
定
で
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ

と
を
、
よ
し
、
と
す
る
な
ら

自
分
や
自
分
の
家
族
が
戦
闘

地
域
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
あ
る
識
者
が
、
﹁
平
和

の
時
、
平
和
か
戦
争
か
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
戦
争
の

時
に
は
、
そ
の
選
択
す
ら
で

き
な
い
。
﹂
と
言
っ
て
い
る
。

　
町
長
は
、
戦
争
す
る
国
に

変
質
し
よ
う
と
し
て
い
る
今

の
状
況
を
、
よ
し
、
と
す
る

の
か

　
　
　
　
安
倍
内
閣
の
集
団

的
自
衛
権
の
関
係
、
憲
法
解

釈
の
問
題
で
私
が
ど
う
こ
う

言
う
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

首
長
が
憲
法
を
守
る
こ
と
は

当
然
で
す
。
決
ま
れ
ば
、
戦

闘
地
域
に
送
ら
れ
る
こ
と
も

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
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橘　秀太郎議員 

少
子
化
・
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て 

今
後
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す 

西谷　　尚議員 

臨
時
雇
用
者
の
雇
用
改
善
に
つ
い
て 

賃
金
Ｕ
Ｐ
・
正
職
受
入
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん 

意欲が持てる労働条件を 

大きく育って香美町に帰ってきてね 

平成26年8月11日　第38号 

　
町
の
財
政
状
況
は
か
な
り

良
く
な
っ
て
き
た
と
思
う
が

今
後
、
臨
時
職
員
の
賃
金
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
、
臨
時
職

員
を
正
規
職
員
と
し
て
受
け

入
れ
る
考
え
は
あ
る
か

　
　
　
　
臨
時
職
員
の
賃
金

は
、
民
間
の
事
業
所
の
給
与

単
価
や
人
事
院
勧
告
に
よ
る

町
職
員
の
給
与
改
定
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
て
い

ま
す
。
８
月
に
行
わ
れ
る
国

家
公
務
員
の
勧
告
の
結
果
を

見
て
賃
金
改
定
を
判
断
し
て

い
ま
す
。
過
去
の
見
直
し
は

平
成
24
年
に
臨
時
職
員
と
一

部
嘱
託
職
員
基
本
賃
金
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。
勤
務
条

件
改
善
に
お
い
て
は
、
年
次

休
暇
付
与
し
て
い
る
他
、
夏

季
休
暇
３
日
の
付
与
、
有
給

の
忌
引
休
暇
を
付
与
す
る
な

ど
の
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
と
し
て
の
受
入
に

関
し
て
は
、
地
方
公
務
員
法

の
競
争
視
点
の
結
果
に
基
づ

い
て
採
用
す
る
に
従
っ
て
い

ま
す
。
臨
時
職
員
は
、
正
規

職
員
の
補
助
的
業
務
が
中
心

で
、
正
規
職
員
の
事
務
と
は

内
容
性
が
異
な
り
ま
す
。
以

上
の
点
か
ら
、
臨
時
職
員
を

正
規
職
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①
子
供
た
ち
が
大
人
に
な

っ
て
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
教

育
を
②
限
ら
れ
た
予
算
運
営

の
中
、
も
っ
と
子
育
て
世
代
、

若
者
、
子
供
に
焦
点
を
当
て

た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

③
１
次
産
業
へ
の
若
者
の
就

労
支
援
策
は
④
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
土
曜
開
館
、
Ｈ

Ｐ
の
充
実
を
⑤
不
妊
治
療
へ

の
助
成
の
拡
充
を

　
　
　
　
①
ふ
る
さ
と
教
育

の
中
で
次
世
代
の
担
い
手
、

地
域
の
存
続
な
ど
も
子
供
た

ち
に
伝
え
、
多
く
の
若
者
が

田
舎
に
帰
っ
て
き
て
力
を
出

せ
る
よ
う
な
教
育
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
②
国
の
施
策
や
制

度
に
あ
る
程
度
沿
っ
て
考
え

る
必
要
も
あ
る
が
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
様
々
な
施
策

を
出
す
用
意
は
あ
り
ま
す
。

③
１
次
産
業
就
労
者
が
高
収

入
で
あ
れ
ば
若
者
の
就
労
者

も
増
え
る
が
、
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。

　
　
　
　
④
十
分
な
人
材
と

費
用
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
⑤
現
在
の
香
美
町

の
助
成
額
が
多
い
か
少
な
い

か
な
ど
、
様
々
な
面
か
ら
一

度
検
討
し
ま
す
。

教
育
長 

町
　
長 

町
　
長 

町
　
長 

教
育
長 
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１．保護者へのメール配信システム（シ
ルフ）導入について 

２．小規模校の耐震改修工事と学校統
合について 

寺川　秀志 

１．幼い子どもを持つ親の声にどう答
えるか 

２．ドクター・ヘリのランデブーポイ
ントの学校施設見直しを 

３．町議会と住民への北但ごみ処理施
設事業の説明会と情報公開を求める 

谷口　眞治 

１．町の観光振興について問う 
２．人口減少に伴う新たな地域編成の
方向性について問う 

西 谷 　 尚  

１．農業（農地利用型）振興施策につ
いて 

２．「大成功」香住ジオパークフルマ
ラソン大会の成果と今後の町の支援
について 

見 塚 　 修  

１．町内の活性化について問う 
２．商店街の街路灯について問う 
３．防災対策について問う 

西川　誠一 

１．高齢者福祉の充実について 徳田喜代子 

１．若者定住、少子化対策について 上田　勝幸 

１．医療・介護総合法（案）で、本町
の医療・介護は後退し、住民は苦労
を強いられる。ダメ、と言うべき 

２．集落営農を支えるまちづくりを進
めよう 

３．夢但馬２０１４で、県、但馬の連
帯とジオパークを活かしたまちづく
りが進むか 

山本　賢司 

１．キャリア教育について 田野　公大 

質問議員 質 問 項 目 質問議員 質 問 項 目 

わが家 の 

新婚  新婚  さん 入籍日は？ 
平成25年11月28日です。 

馴れ初めは？ 
同じ職場で出会いました。 

夫：みーさん 
妻：ゆーくん 

お互い何と呼び合っていますか？ 

楽しい家庭を作るように心がけて 
います。　　　 

夫婦で気を付けていることは？ 

香住区 岡野 佑哉さん 美月さん 雅くん（２ヵ月） 

安心して子育てのできる町にして 
欲しいです！ 

香美町議会へ一言 

元気で明るい子に育ってね♪ 

お父さん・お母さんから 
お子様へ一言 

こう　が 

新
企
画
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村
岡
・
射
添
小
の
１
〜
６

年
生
の
16
人
で
す
。
兎
塚
の

子
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
１
人
年
間
１
万
８

千
円
、
兄
弟
２
人
目
以
降
は

半
額
で
す
。

　﹁
元
気
・
ヤ
ル
気
・
本
気
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
に
子
供
た
ち
と

共
に
大
好
き
な
野
球
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
材
は
、
村
岡
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
監
督
の
西
村

大
志
︵
だ
い
し
︶
さ
ん
︵
村

岡
区
萩
山
︶
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

西 村 大 志 さん 

心をひとつに！ 

元気・ヤル気・本気！ 

チ
ー
ム
の
人
数
は 

チ
ー
ム
の
会
費
は 

　
約
２
年
間
コ
ー
チ
経
験
後
、

一
昨
年
秋
よ
り
監
督
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

監
督
に
就
任
は
い
つ
か
ら 

監
督
と
し
て
日
常
の
活
動
は 

　
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
で

す
。
飽
き
易
い
子
供
た
ち
が

興
味
を
持
て
る
よ
う
に
自
分

が
子
供
の
頃
を
思
い
出
し
て

厳
し
く
楽
し
い
練
習
を
考
え

て
い
ま
す
。

監
督
と
し
て
日
常
の
活
動
は 

日
々
の
活
動
を
通
じ
て 

感
じ
る
こ
と
は 

　
大
好
き
な
野
球
を
通
じ
て

日
々
成
長
し
て
い
く
子
供
た

ち
に
、
た
だ
た
だ
驚
い
て
い

ま
す
。
将
来
の
夢
が
少
年
野

球
の
監
督
に
な
り
た
い
と
言

っ
て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
プ
レ
イ

す
る
中
で
、
い
つ
ま
で
も
子

供
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
い
ら

れ
る
よ
う
私
も
頑
張
ら
な
い

と
、
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
ど

こ
に
行
っ
て
も
褒
め
ら
れ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち

で
僕
の
自
慢
の
息
子
た
ち
で

す
。
　
　

議
会
に
対
し
意
見
が 

あ
り
ま
し
た
ら 

　
数
年
前
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド

使
用
料
、
ナ
イ
タ
ー
代
等
が

徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
と
比
べ
る
と
会

費
も
１
・
５
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
野

球
の
み
な
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
易
い
環
境
を
整
備
で

き
る
よ
う
助
成
金
や
使
用
料

の
免
除
等
の
拡
大
に
期
待
し

ま
す
。

 

だい　　　し

村
岡
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
あ
ゆ
み 

　
昭
和
51
年
に
設
立
。
昨
年
秋
よ
り
村
岡
・
射
添
共
に
人

数
が
不
足
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
野
球
が
し
た
い
と
い

う
子
供
た
ち
の
情
熱
で
合
併
に
至
り
ま
し
た
。
純
粋
に
ま

た
野
球
が
出
来
る
喜
び
か
ら
か
、
北
但
馬
新
人
戦
準
優
勝
、

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
準
優
勝
、
香
美
町
春
季
大
会
優
勝
、
日

本
海
新
聞
杯
優
勝
と
近
年
に
な
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

野
球
が
大
好
き
な
子
供
た
ち
が
１
人
で
も
増
え
る
よ
う
関

係
者
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
村
岡
村
岡
区
）
区
） 

（
村
岡
区
） 

　
六
月
定
例
議
会
が
開
か
れ
、

21
議
案
が
審
議
さ
れ
、
企
業

会
計
決
算
３
議
案
が
委
員
会

付
託
と
な
り
ま
し
た
。
一
般

質
問
で
は
、
二
〇
四
〇
年
に

は
多
く
の
市
町
村
が
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
衝
撃

的
な
発
表
の
影
響
か
、
多
く

の
議
員
が
人
口
減
少
問
題
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
我

が
香
美
町
も
そ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
と
か
。
し
か
し
そ

ん
な
デ
ー
タ
に
お
そ
れ
て
い

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
生
物
の

世
界
で
は
環
境
の
変
化
に
う

ま
く
対
応
し
た
も
の
が
生
き

残
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

活
気
の
あ
る
町
へ
と
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
助
と
な
る
議
会
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。
︵
Ｔ
︶

広
報
公
聴
常
任
委
員
会 
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長
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山
森
　
昭
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田
野
　
公
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西
村
　
伸
一 

編
集
発
行
責
任
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議
　
長
　
　
西
坂
　
秀
美 




